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「令和５年度 学校経営に関する保護者アンケート」結果のお知らせ 

 

寒冷の候、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、12月に実施した「学校経営に関する保護者アンケート」では、ご多用のところ多くの保護者の

皆様にご回答いただきました。ご協力ありがとうございました。今年度の回答率は約 76％でした。アン

ケートの結果やご意見を真摯に受け止め、これからの学校経営の改善に努めてまいります。各項目の集

計結果は下のグラフをご参照ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13　学校は、ICT教育（コンピュータやインターネットなどによる情報通
信技術を活用した教育）を推進している。

12　学校は、新型コロナウイルス等の感染防止対策をしている。

11　学校は、子供が教育活動を行ううえで、最適な学習環境づくりに努
めている。

９　学校は、家庭・地域との連携を図っている。（ゲストティーチャーや
スクールボランティアの活用・ＰＴＡやおやじの会との連携等）

７　学校は、子供の安全や事故防止に対する配慮や指導をしている。
（防犯教室・避難訓練・防犯パトロールの協力依頼など）

１　学校は、分かる・できる・楽しい授業を行うように努めている。

10　学校は、教育目標や方針、教育活動などを公開したり、発信したり
して保護者や地域に伝えている。（授業公開、学校ホームページ・お便
りなど）

８　学校は、子供や保護者の思いや願いを受けとめながら、子供一人
一人の教育的ニーズに応じた教育活動を行っている。

６　学校は、食育や学校保健委員会「ゲームと健康について考えよ
う」、携帯電話教室（５・６年対象）などを通して、心身の健康づくりに取
り組んでいる。

４　学校は、曽我はあと（稲作体験や栽培活動）等、特色ある教育活動
を行っている。

２　学校は、子供の学力向上を目指し、基礎・基本の定着を図ってい
る。（少人数ならではの個に応じた指導・朝の時間の活用・家庭学習
の取組など）

５　学校は、ふわふわアンケート（月１回）などで子供を細かく見とり、い
じめや不登校のない学校づくりに取り組んでいる。

３　学校は、様々な人との触れ合う中で、思いやりの心を育てたり、協
力して活動する力を育んだりしている。（縦割り班活動・運動会・スクー
ルボランティアとの交流など）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

アンケート結果からの考察 

昨年度と比較して、肯定的な評価の「あてはまる」が大きく増えた項目があり、全体としては高い評価をい

ただきました。しかし一方で、否定的な評価の「全くあてはまらない」がやや増えるなど評価の下がった項目

もあります。 

項目２・８の『学力向上』や『家庭・地域との連携』に関しては、昨年度と比べ肯定的な評価がやや増えま

した。校内研究や学習支援（個別の取り出し指導等）の取組、関係機関との連携等を推進してきた結果である

と受け止めております。しかし残念ながら、項目 10・13 の『開かれた学校づくり』や『ICT 教育』に関して

は、昨年度と比べ「あてはまる」が減り、「ややあてはまる」が増えました。５月以降、感染症対策を段階的に

緩和してまいりましたが、開かれた学校づくりと感染症対策の両方の視点でよりよい教育活動を展開していけ

るよう努めていきたいと考えます。また、クロームブックやインターネット活用の幅がより広がるよう、情報

教育のさらなる推進に努めてまいります。なお、例年高い評価をいただいている項目４の『曽我はあと』に関

しても、本校の特色ある稲作体験学習や栽培活動を通じ、子供たちの主体性や表現力、社会力を育んでいける

よう、今後も家庭や地域とのつながりを大切にしながら取り組んでいきたいと考えます。 

引き続き、子供たちが安心・安全で楽しく充実した学校生活を送ることができるよう努めてまいります。今

後とも本校の教育活動へのご協力をよろしくお願いいたします。 

裏面にご意見を載せてありますので、ご覧ください。 



学校経営に関するご意見   ⇒は学校の回答です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先生方の目が行き届き、良くご指導して頂ける。 

・上下学年が大変仲が良く、年齢問わず、互いに面倒を見あえている。 

・６年生しかいない日の企画の数々は、曽我小のフットワークを活かしたよい取り組みだったと思い

ます。 

・集団登校できるのが、規則正しく生活でき、助けあえて大変良いです。 

・視力低下・体力＆柔軟性低下についてもう少し具体的な取り組みを望む。知識があっても子供は行

動しないことが多い。 

・ＰＴＡの内容や役を少なくする検討をしても良いかと思います。 

 

⇒今後の児童数の減少が見据え、ＰＴＡ活動の内容等について検討していきたいと考えております。 

 


